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令和４年９月１日（第268号）

県社協ニュース
発 行

社会福祉

法 人
熊本県社会福祉協議会

熊本市中央区南千反畑町3-7／TEL(096)324-5454

http://www.fukushi-kumamoto.or.jp/

令和４年度社会福祉振興基金事業の助成先を決定しました！

社会福祉振興基金事業（小規模団体活動支援事業及び民間福祉団体活動推進事業）の助成先を

次のとおり決定しました。

１ 小規模団体活動支援事業

（１）共同作業所事業

市町村名 団体名 事業概要

１ 山鹿市 ＮＰＯ法人山鹿ゆうあい園 設備機器購入

２ 熊本市 ＮＰＯ法人イルカの会 清掃機材等購入

３ 湯前町
ＮＰＯ法人ジ・アース地域活動支援センター

かぼちゃの家
設備改修

４ 熊本市 ＮＰＯ法人くまもとライフボート 設備機器等購入

５ 熊本市 一般社団法人ＥＮ ＲＯＵＴＥ 設備機器購入

６ 天草市 ＮＰＯ法人やじろべえ 設備機器購入

（２）子ども食堂事業

市町村名 団体名 事業概要

１ 熊本市 あじさい食堂 調理機材等購入

２ 荒尾市 こども広場・陽だまり 設備機器購入

３ 長洲町 ＮＰＯ法人スローすてっぷ 設備機器購入

２ 民間福祉団体活動推進事業

市町村名 団体名 事業概要

１ 芦北町
ＮＰＯ法人

ななうらステーション

地域の写真と映像を活用した世代間交流

事業

２ 大津町
認定ＮＰＯ法人

はっぴぃ・はっぴぃ

シニアクリスマスパーティーとファイル

閲覧事業

３ 南関町 有明カルマ
こころとからだのＹＯＧＡ講座とおはな

し会

４ 熊本市
妊娠・出産・子育て情報ネットワ

ーク うみ・つき

コロナ禍における子育て家庭のためのここ

ろとからだのサポート事業

５ 玉名市
社会福祉法人玉医会

子どもの第３の場 でぃんぐる

遠隔支援を応用・発展させた社会参加プ

ログラムの構築

６ 人吉市 ひと・くま災害応援隊
「災害に備えて」パンフレット製作・配

布事業
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【講師の紫藤千子氏】

【グループワークの様子】

介護の基礎的知識を学ぶ ～介護の仕事「基礎講座」を開催～

８月６日(土)、「介護の仕事『基礎講座』」を開催し、福祉や介護の仕

事に関心のある方や介護の基礎について学んでみたい方など21名が参加

しました。

当日は、認定社会福祉士の紫藤千子氏から、介護の仕事の内容や介護

保険制度などについて講義があり、家族の介護にも役立つ介護技術など、

実際に体を動かしながら学習する場面もありました。

また、福祉分野への就職を考えられている参加者もあり、KAiGO PRiDE

の映像による介護の仕事の魅力紹介や県内の求人状況等の説明も、併せ

て行いました。

意思決定支援のあり方を学ぶ ～地域福祉権利擁護事業生活支援員等研修会～

７月29日(金)、県総合福祉センターにおいて「地域福祉権利擁護事

業生活支援員等研修会」を開催し、市町村社協の事業担当職員や生活

支援員37名が参加しました。

研修会では、認定社会福祉士の紫藤千子氏を講師に迎えて、「意思

決定支援のためにどう考える？どう動

く？」「地域福祉権利擁護事業における意

思決定支援のあり方」をテーマに、講義や

グループワークを交えてお話しいただきました。

参加者からは、「本人の意思確認の重要さを再確認できた」、「事例

を通しての学びができ、日頃の業務においても活用できそうだと感じ

た」などの感想が寄せられました。

民生委員児童委員をめぐる動向について学ぶ ～市町村民生委員児童委員協議会会長研修会～

７月27日(水)・28日(木)の両日、KKRホテル熊本において、市町村民生委

員児童委員協議会会長研修会を３年ぶりに集合形式で開催し、市町村民児

協会長など73名が参加しました。

研修会では、県民児協季平会長から民生委員・児童委員をめぐる動向に

ついて基調報告があり、続いて、県地域支え合い支援室から地域共生社会

の実現に向けた取組等について行政説明がありました。

その後、「地域共生社会と単位民児協の現状について」をテーマにグループ協議を行い、活発

な意見交換がなされました。２日目は、県ひきこもり地域支援センターの西田氏、川上氏を講師

に迎え、「ひきこもりについて」講演をいただきました。

県運営適正化委員会委員 決まる

県運営適正化委員会委員選考委員会の同意を得て、社会福祉法第83条に基づく県運営適正化委

員会委員が、次のとおり決まりました。 （敬称略）

選 考 区 分 委 員 所 属 団 体 氏 名 更新

公益を代表する者
県社会福祉士会 岡村 ゆかり 再

県民生委員児童委員協議会 阿蘇品 宗馗 再

福祉サービス利用援助事業の対象者を支援す

る団体を代表する者
県手をつなぐ育成会 甲 斐 憲 彦 再

福祉サービスの提供者を代表する者 県老人福祉施設協議会 池 田 裕 伸 新

法律に関し学識経験を有する者 県弁護士会 三 角 恒 再

医療に関し学識経験を有する者
県医師会 松 本 武 士 新

県精神保健福祉士協会 原 田 健 一 再

任期：令和４年８月21日～令和６年８月20日

【講師の西田稔氏】

【セミナーの様子】
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各課トピックス ＊お問合せは、県社協各課まで

総 務 企 画 課 地 域 福 祉 課

TEL 096-324-5454 ／ FAX 096-355-5440 TEL 096-324-5470／ FAX 096-355-5440

◆特別賛助会員入会のご案内◆

本会の目的である本県の地域福祉の推進のため

には、県民のみなさまをはじめ、企業、団体の皆様

の主体的なご協力が必要です。多くの皆様のご賛同

をいただき、目的達成のために特別賛助会員として

入会いただきますようお願いいたします。

※詳細は、当課へお問合せいただくか本会ホーム

ページをご確認ください。

◆生活支援コーディネーター養成研修会

（基礎編）のご案内◆

１ 開催方法 オンデマンド配信

２ 配信期間 10月３日(月)～10月28日(金)

３ 申込期間 ９月27日(火)午後５時まで

４ 内 容 生活支援コーディネーターの成り立

ちと基本的役割、取組事例紹介 等

※詳細は、別途送付の開催要項をご確認ください。

施 設 団 体 支 援 課 福 祉 資 金 課

TEL 096-324-5462／ FAX 096-355-5440 TEL 096-324-5475／ FAX 096-324-5456

◆社会福祉事業振興資金貸付制度のご案内◆

本制度は、県内で社会福祉事業を行う社会福祉法

人に対し社会福祉施設の整備資金や運営資金を融

資し、経営を財政面から支援する事業です。

〔整備資金〕新築、増改築、土地取得、災害復旧に

要する資金等 限度額：1,500万円以内

〔運営資金〕施設経営等の運営に要する資金

限度額：200 万円以内

〔令和 4年度貸付利率〕年利 1.10％

◆コロナ特例貸付の受付期間延長のお知らせ◆

新型コロナウイルス感染症の影響による休業や

失業等により、一時的に収入が減少した世帯を対象

として、生活福祉資金(特例貸付)の緊急小口資金及

び総合支援資金(初回)の借入れ申込みの受付を行

っています。

なお、令和４年８月末までとされていた受付期間

が、令和４年９月末まで延長されています。

※詳細は、本会ホームページをご確認ください。

福 祉 人 材 ・ 研 修 セ ン タ ー 地 域 福 祉 権 利 擁 護 セ ン タ ー

TEL 096-322-8077 ／ FAX 096-324-5464 TEL 096-324-5474 ／ FAX 096-355-5440

◆福祉系高校修学資金の申請受付開始について◆

県内の福祉系高校に在学し、介護福祉士の資格取

得を目指す方に、修学のための資金を無利子でお貸

しする、「福祉系高校修学資金」の申請受付を開始

します。

〔申請受付期間〕

令和４年10月３日～令和４年10月31日（予定）

※詳細は、本会ホームページをご確認ください。

◆法人後見従事者･市民後見人

養成研修会(専門編)のご案内◆

日 時 10月14日(金)、26日(水)、

11月11日(金)、16日(水)

会 場 県総合福祉センター５階「研修ホール」

内 容 民法の基礎、成年後見制度の実務 等

定 員 20名

※詳細は、当センターにお問合せください。

ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー ご 案 内

TEL 096-324-5436 ／ FAX 096-324-5427 ◆９月は｢老人の日・老人週間(月間)｣◆

９月15日は「老人の日」､15

日から21日までの７日間は

「老人週間」です。

各施設・事業所におかれま

しては、期間中の啓発や各種

行事の実施など、広報・周知活

動にご協力をお願いいたしま

す。

◆災害ボランティアセンター用資機材の貸出のご案内◆

災害ボランティアセ

ンター用の「のぼり」や

「のれん」、訓練で使用

する「資機材カード」や

「ボランティア用ビブ

ス」を作製しています。無料貸出も行ってい

ますので、訓練時など必要な場合はご一報ください。
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